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HP
は

お
疲
れ
様
。
東
京
一
二
月
二
三
日
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
か

ら
大
阪
の
駅
伝
、
ラ
グ
ビ
ー
そ
し
て
大
宮
で
の
サ
ッ

カ
ー
、
再
び
東
京
体
育
館
で
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
、

こ
の
年
末
・
年
始
、
発
足
二
年
目
の
「
秋
田
ふ
る
さ

と
応
援
団
」
は
郷
土
応
援
の
旗
・
の
ぼ
り
・「
な
ま

は
げ
パ
ワ
ー
」
で
駆
け
巡
り
ま
し
た
。

　

全
国
、
特
に
沖
縄
や
九
州
地
区
の
人
々
か
ら
は

各
地
で
あ
ち
こ
ち
共
感
、
撮
影
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
連
続

で
し
た
。
結
果
は
次
頁
一
覧
。

　

そ
し
て
年
末
・
年
始
全
国
大
会
は
二
勝
の
二
チ
ー

ム
由
利
高
女
子
バ
レ
ー
と
能
代
工
バ
ス
ケ
ッ
ト
に

「
え
が
っ
た
す
グ
ラ
ン
プ
リ
賞
」
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

春
の
柔
道
、
夏
の
甲
子
園
、
そ
し
て
年
末
の
全
国

大
会
へ
と
フ
レ
ー
フ
レ
ー
オ
ー
ル
秋
田
。
へ
ば
ぁ
!

え
ぐ
ど
ぉ
!　

よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
の
垣
根
を

越
え
た
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
は
東
日
本
大
震
災
・
大
津
波
に
よ
る
原
発
事

故
は
、
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
衝
撃
で
し

た
。
原
発
は
未
だ
に
収
束
時
期
が
見
え
な
い
深

刻
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
全
国
大
会
は
「
が
ん

ば
ろ
う
日
本
」
絆
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
被
災
地

の
出
場
校
は
ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
等
で
、
練
習
不

足
に
も
係
わ
ら
ず
、　

特
に
福
島
県
代
表
の
尚

志
高
校
サ
ッ
カ
ー
（
ベ
ス
ト
４
）
の
ハ
ツ
ラ
ツ

と
し
た
プ
レ
ー
に
、
国
民
に
感
動
と
勇
気
を
与

え
ま
し
た
。

　

秋
田
ふ
る
さ
と
応
援
団
は
「
め
さ
え
ぐ
ど
お
・

み
ん
な
し
て
」
合
言
葉
に
母
校
の
垣
根
を
越
え

て
、
全
国
大
会
出
場
校
を
「
な
ま
は
げ
」
と
共

に
全
試
合
応
援
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
大
会
女
子
出
場
の
湯
沢
翔
北
高

校
は
湯
沢
北
高
と
湯
沢
商
工
が
統
合
し
て
、
湯

沢
翔
北
高
校
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
試
合
は

惜
敗
し
ま
し
た
が
、
秋
田
か
ら
校
長
・
教
頭
・

元
々
校
長
や
父
兄
・
生
徒
や
在
京
の
同
窓
会

長
等
（
北
高
Ｏ
Ｂ
・
商
工
Ｏ
Ｂ
）
大
勢
が
集
結

し
て
大
声
援
の
応
援
・
統
合
の
一
歩
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
応
援
通
し
て
、
統
合
高
の
意
気
込
み
と

共
に
、
新
同
窓
会
の
発
展
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　

28
日
大
阪
近
鉄
花
園
ラ
ク
ビ
ー
に
、
中
央
高

校
対
長
崎
北
陽
台
戦
（
第
３
グ
ラ
ン
ド
１
／
30

キ
ッ
ク
オ
フ
）
応
援
に
行
き
ま
し
た
。
試
合
は

攻
守
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
長
崎
は
前
半
開
始

１
分
に
先
制
ト
ラ
イ
・
G
成
功
し
て
ト
ラ
イ
を

重
ね
試
合
を
有
利
に
進
め
ら
れ
た
。
後
半
に
入

り
中
央
高
校
も
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
り
、
リ
ズ
ム

を
作
り
２
ト
ラ
イ
２
G
決
め
た
。
後
半
だ
け
の

点
数
は
勝
っ
て
い
た
が
、
前
半
の
失
点
を
挽
回

で
き
ず
涙
し
た
。
前
半
５
対
24
・
後
半
14
対
10

で
し
た
。
ふ
る
さ
と
応
援
団
は
私
・
山
本
・
畠
山
・

武
内
・
保
坂
５
名
参
加
し
た
。
秋
田
か
ら
校
長
・

同
窓
会
長
・
生
徒
・
父
兄
等
多
数
と
近
畿
・
京

都
秋
田
県
人
会
皆
様
と
、
大
勢
で
「
な
ま
は
げ
」

と
共
に
、
大
声
援
の
応
援
で
選
手
の
士
気
を
鼓

舞
さ
れ
ま
し
た
。
試
合
は
残
念
な
結
果
に
な
り

ま
し
た
が
、
応
援
は
勝
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
応
援
す
る
こ
と
で
活
気
と
励
み
に

な
り
ま
す
。
選
手
の
直
向
き
な
姿
勢
に
、
感
動

と
若
い
青
春
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
ら
れ
て
、
益
々

郷
土
愛
が
深
ま
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
為
に

何
か
貢
献
し
た
い
と
強
く
思
う
次
第
で
あ
り
ま

す
。

　
「
な
ま
は
げ
応
援
」
は
会
場
内
・
相
手
チ
ー

ム
か
ら
も
人
気
の
ま
と
で
す
。
全
国
の
皆
さ
ん

に
秋
田
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
大
変
有
意

義
で
あ
り
ま
す
。
今
年
は
「
あ
き
た
び
じ
ょ
ん
」

ま
さ
に
私
た
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
団
は
「
県
・
市
東
京
事
務
所
・

各
団
体
」
と
も
密
接
な
連
携
を
取
り
、「
秋
高

連
・
け
や
き
会
」
の
交
流
を
広
げ
て
絆
を
深
め

結
束
を
さ
ら
に
強
く
し
発
展
に
努
め
て
参
り
ま

す
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　

秋
田
ふ
る
さ
と
応
援
団
会
長

　

三
平
俊
悦
（
秋
工
）

年
末
・
年
始
の
全
国
大
会
各
学
校
を
応
援
し
て



バスケット

東京体育館 12 月 23 日〜
女子　湯沢翔北

1 回戦　対　聖カタリナ女子（愛媛）46 対 87　敗
男子　能代工

1 回戦　対　西武学園文理（埼玉）88 対６５　勝
2 回戦　対　九州学院（熊本）102 対 73　勝
3 回戦　対　沼津中央（静岡）72 対 87　敗

駅 伝
京都西京極 12 月 25 日
女子　大曲 ３３位
男子　花輪 ３１位

ラ ク ビ —
大阪花園 12 月 28 日
秋田中央 （２年連続１３度目）
1 回戦 対　長崎北陽台　19 対 34　敗

サ ッ カ ー

NACK 5 スタジアム大宮　12 月 31 日
西目（６年振り１２度目）

1 回戦　山陽（広島）0 対 0
PK 戦　3 対４　敗

バ レ ー

ボ ー ル

東京体育館 1 月 5 日〜
女子　由利（３年振り３４度目）

1 回戦　対　佐賀北　2 対 0　勝
2 回戦　対　安来（島根）2 対 1　勝
3 回戦　対　下北沢成徳（東京）0 対 2　敗

男子　雄物川（17 年連続 17 度目）
1 回戦　対　開智（和歌山）2 対 0　勝
2 回戦　対　東洋（東京）1 対 2　敗

全国高校スポーツ大会秋田県代表校戦績表（2011 〜 2012 年）
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昨
日
、
高
校
バ
レ
ー
の
応
援
に
千
駄
ヶ

谷
の
東
京
体
育
館
に
行
き
ま
し
た
。

ま
た
来
た
よ
～
と
連
日
足
を
運
ぶ
方
々
の

笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
の
存
在
意
義
は
、

少
子
高
齢
社
会
の
先
進
を
行
く
秋
田
の

戦
略
と
し
て
意
義
が
あ
り
、
ま
さ
に
絆
再

生
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
欲
し
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
機
会
を
み
つ
け
て
参
加

し
、
在
京
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
若
い
世
代

に
も
拡
げ
ま
し
ょ
う
！　

口
コ
ミ
能
力
も

財
産
で
す
よ
～

１
、
楽
し
い
か
ら
続
け
ら
れ
る

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
鉄
則
で
す
ね
。
親
族

の
交
流
も
減
っ
た
今
、
高
校
生
の
ひ
た
む

き
な
活
躍
に
触
れ
る
と
元
気
に
な
り
ま

　

例
年
通
り
年
末
、年
始
は
全
国
高
校
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
大
賑
わ
い
。
こ
の
時
こ
そ
我
々
「
秋

田
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
の
出
番
で
あ
り
、
活
躍
の
時
で
あ
る
。
赤
青
の
な
ま
は
げ
を
先
頭
に

各
会
場
に
お
出
ま
し
で
あ
る
。
西
で
は
12
月
25
日
に
京
都
の
駅
伝
に
男
子　

花
輪
、
女
子　

大
曲
が
。
ラ
ク
ビ
ー
は
３
日
遅
れ
て
大
阪
花
園
に
秋
田
中
央
が
出
場
。
一
方
首
都
圏
で
は
12

月
23
日
か
ら
東
京
体
育
館
で
女
子　

湯
沢
翔
北
、
男
子　

能
代
工
が
出
場
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
が

開
始
、
サ
ッ
カ
ー
は
31
日
に
西
目
が
大
宮
ス
タ
ジ
ア
ム
に
出
場
。
年
明
け
て
1
月
5
日
〜
東

京
体
育
館
で
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
開
始
し
、
男
子
雄
物
川
、
女
子　

由
利
が
熱
戦
を
展
開
す

る
。
各
試
合
、
各
会
場
で
「
秋
田
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
の
横
断
幕
を
掲
げ
生
徒
、
父
母
、
Ｏ
Ｂ
、

ふ
る
さ
と
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
応
援
。
勝
利
の
後
押
し
を
と
老
体
に
鞭
打
ち
、
声
を
上
げ

る
。
結
果
は
延
９
日
間
11
試
合
・
2
レ
ー
ス
中
球
技
11
試
合
で
５
勝
６
敗
の
戦
績
で
前
年
の

１
勝
6
敗
よ
り
好
成
績
を
残
す
こ
と
が
出
来
た
。
次
年
度
は
更
な
る
飛
躍
を
念
じ
、「
ス
ポ
ー

ツ
県
秋
田
」
の
早
い
復
活
を
期
待
し
た
い
。
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
の
皆
さ
ん
、が
ん
ば
っ

て
下
さ
い
。
ま
た
「
な
ま
は
げ
さ
ん
」
は
人
気
者
で
、
各
会
場
で
一
緒
に
記
念
写
真
に
と
大

も
て
。
観
光
宣
伝
に
も
一
役
。
こ
ん
な
「
秋
田
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
で
す
が
、
今
年
も
皆
さ

ん
力
を
貸
し
て
下
さ
い
。　
　

団
長
　
武
田
夏
男
（
秋
商
　
東
京
雄
水
会
）

こ
の
年
末
・
年
始
も
熱
く
応
援
「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
秋
田

す
。
他
校
の
応
援
の
太
鼓
に
ワ
ク
ワ
ク
。

チ
ア
ガ
ー
ル
可
愛
い
。
ブ
ラ
バ
ン
の
演
奏

が
上
手
～　

　

懐
か
し
い
方
言
、
何
度
か
参
加
す
る

う
ち
に
、
応
援
団
と
し
て
の
意
識
も
強
く

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

２
、
お
金
を
か
け
ず
に
ア
ピ
ー
ル

　

人
数
は
少
な
く
て
も
、「
な
ま
は
げ
」

の
パ
ワ
ー
で
勇
気
を
得
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
「
小
町
娘
」
が
い
て
も
イ
イ
で

す
ね
。
顔
を
か
く
す
か
ら
、
年
齢
性
別
問

わ
ず
で
す
よ
（
笑
）。
同
郷
と
い
う
だ
け

で
集
ま
っ
て
応
援
し
て
く
れ
る
お
じ
さ
ん

＆
お
ば
さ
ん
が
い
る
！

　

こ
の
暖
か
い
絆
（
宝
）
を
求
め
て
い
る

時
代
な
の
で
、
羨
望
に
な
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

３
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
感

　

楽
し
い
だ
け
じ
ゃ
来
て
く
れ
な
い
理
屈

派
に
も
、
必
要
感
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

何
し
ろ
相
手
チ
ー
ム
は
地
元
や
関
東
周
辺

で
大
応
援
団
で
す
か
ら
、
こ
っ
ち
は
一
人

も
欠
け
ら
れ
な
い
。「
ま
た
、
た
の
む
ん

す
で
～
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
暇
で
し
ょ
と

言
わ
れ
る
よ
り
気
持
ち
い
い
。

　

参
加
し
な
け
れ
ば
わ
か
な
い
感
覚
や

感
情
な
の
で
、
初
回
参
加
の
後
押
し
が
重

要
で
す
。
同
郷
の
集
ま
り
や
同
窓
会
活
動

も
見
直
さ
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

楽
し
く
生
き
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
一

番
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

佐
々
木
菜
穂
子
（
秋
高
東
京
同
窓
会
）

『2011 年えがったすグランプリ賞』
〈年末・年始全国大会は由利高・能代工〉

楽
し
い
か
ら
続
け
ら
れ
る

能代商 5 − 3 神村学園（鹿児島）、能代商 2 − 0 英明（香川）
能代商 2 − 3 如水館（広島）延長 12 回ベスト 8 ならず



　

秋
田
ふ
る
さ
と
応
援
団
の
結
束
準
備

会
は
本
年
3
月
5
日
東
京
・
新
宿
で
開

催
さ
れ
た
が
、“
各
校
の
垣
根
を
越
え

て
全
国
大
会
へ
の
出
場
校
の
応
援
を
”

と
の
願
い
は
、
昨
年
12
月
9
日
の
秋
高

連
25
周
年
記
念
フ
ェ
ス
タ
で
の
全
県
51

校
へ
の
在
京
同
窓
会
へ
の
呼
び
か
け
の

産
声
か
ら
始
ま
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

早
速
、
母
校
の
「
全
国
高
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
（
ウ
イ

ン
タ
ー
カ
ッ
プ
）」
出
場
へ
、
年
末
の

多
忙
の
と
こ
ろ
（
12
月
25
日
）
東
京
体

育
館
へ
、
三
平
会
長
、
武
田
応
援
団
長
、

武
内
事
務
局
長
始
め
多
数
の
秋
田
ふ
る

さ
と
応
援
団
の
面
々
が
応
援
に
駆
け
つ

け
、
大
声
援
を
頂
い
た
。

　

武
田
応
援
団
長
の
応
援
エ
ー
ル
も
、

応
援
団
の
「
へ
ば
あ
！
え
ぐ
ど
お
！
み

ん
な
し
て
！
」
の
旗
と
と
も
に
体
育
館

い
っ
ぱ
い
に
響
い
た
。

選
手
も
コ
ー
ト
狭
し
と
走
り
ま
わ
っ
た

が
、
平
成
13
年
以
来
、
二
度
目
の
一
回

戦
敗
退
の
涙
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、｢
必
勝
不
敗
」

の
応
援
幕
と
と
も
に
常
勝
軍
団
で
名

を
馳
せ
た
Ｏ
Ｂ
が
活
躍
す
る
bj
リ
ー
グ

「
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
」
の
メ
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秋
田
文
化
人
会
議
が
秋
田
内
陸
線
存

続
運
動
し
て
お
り
ま
し
た
頃
、
同
期
会

で
事
務
局
長
の
武
内
暁
さ
ん
と
会
い
ふ

る
さ
と
秋
田
を
応
援
し
て
い
る
活
動
を

聞
い
て
、
へ
ぇ
ば
お
ら
一
人
で
も
や
ら

ね
ば
と
思
い
そ
れ
か
ら
月
４
回
位
メ
ー

ル
便
で
秋
田
、
男
鹿
の
情
報
送
っ
て
楽

し
ん
で
い
る
一
人
で
す
。

　

昨
年
ユ
ネ
ス
コ
に
無
形
文
化
遺
産
に

男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
提
案
し
ま
し
た
が
残

念
な
が
ら
今
回
登
録
見
送
ら
れ
、
再
度

挑
戦
、
登
録
さ
れ
て
世
界
に
男
鹿
の
ナ

マ
ハ
ゲ
市
民
の
一
人
と
し
て
知
っ
て
い

た
だ
き
見
に
来
て
ほ
し
い
、
昨
年
の
真

山
神
社
な
ま
は
げ
紫
灯
り
に
行
き
ま
し

た
が
外
国
人
の
観
光
客
多
数
で
ど
で
し

た
。

　

今
私
の
地
域
で
は
ナ
マ
ハ
ゲ
入
れ
る

家
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
大
晦
日

の
こ
の
行
事
消
さ
な
い
よ
う
、
毎
年
ナ

マ
ハ
ゲ
入
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
被
害

者
は
外
孫
達
、
約
束
守
る
よ
う
ど
な
ら

れ
震
え
る
手
で
ナ
マ
ハ
ゲ
に
お
酒
つ
ぎ

守
る
約
束
し
ま
す
。
知
り
合
い
に
か
わ

い
そ
う
で
ね
が
と
、
で
も
子
ど
も
の
頃

こ
ん
な
想
い
出
あ
っ
て
も
い
で
ね
べ
が
、

秋
田
ふ
る
さ
と
応
援
団
ナ
マ
ハ
ゲ
の
ス

ポ
ー
ツ
応
援
、
イ
ベ
ン
ト
出
演
首
都
圏

で
の
ナ
マ
ハ
ゲ
秋
田
、
男
鹿
のPR

出
来
、

首
都
圏
か
ら
の
観
光
客 

多
数
来
て
い
る

と
私
は
思
い
ま
す
。
た
だ
伝
統
あ
る
ナ

マ
ハ
ゲ
で
す
の
で
ち
ゃ
ん
と
ル
ー
ル
を

守
っ
て
演
じ
て
も
ら
い
た
い
。

　

は
た
は
た
漁
も
昨
年
は
漁
獲
枠
ま

で
採
れ
ず
残
念
、
今
は
た
は
た
も
一
年

中
売
っ
て
お
り
ま
す
の
で
季
節
感
な
く

な
っ
た
感
じ
。
ナ
マ
ハ
ゲ
も
昔
は
大
晦

日
だ
け
で
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
今
は
一

年
中
ど
っ
か
で
、私
は
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
に
は
こ
れ
も
い
ど
思
い
ま
す
。

以
前
内
館
牧
子
さ
ん
秋
田
さ
き
が
け
新

聞
に
大
阪
弁
の
よ
う
に
秋
田
弁
も
標
準

語
す
る
べ
と
、
今
県
内
の
観
光
地
行
き

ま
す
と
秋
田
弁
の
商
品
、
看
板
、
の
ぼ
り
、

県
、
各
市
町
村
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
げ

な
っ
た
し
秋
田
弁
や
わ
ら
か
く
て
い
い

と
思
い
ま
す
が
、
以
前
私
の
妻
観
光
客

相
手
の
店
で
秋
田
弁
し
ゃ
べ
っ
て
い
だ

ら
フ
ラ
ン
ス
語
み
た
い
と
。

　

秋
田
ふ
る
さ
と
応
援
団
、
秋
田
文

化
人
会
議
の
応
援
、
イ
ベ
ン
ト
で
ナ
マ

ハ
ゲ
出
演
で
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
県
内

の
人
知
っ
て
る
方
が
増
え
ま
し
た
。
男

鹿
で
も
今
夏
の
ナ
マ
ハ
ゲ
イ
ベ
ン
ト
も
、

こ
れ
か
ら
も
ナ
マ
ハ
ゲ
首
都
圏
で
Ｐ
Ｒ

し
て
秋
田
、
男
鹿
に
大
晦
日
の
本
物
の

ナ
マ
ハ
ゲ
、
２
月
真
山
神
社
の
な
ま
は

げ
紫
灯
り
観
光
客
い
っ
ぺ
ぇ
来
て
に
ぎ

や
か
に
な
る
の
願
う
市
民
の
一
人
で
す
。

ぜ
ひ
本
物
の
ナ
マ
ハ
ゲ
見
て
ほ
し
い
、

め
さ
い
ぐ
ど
う
、
ん
ー
な
で
、
秋
田
文

化
人
会
議
の
今
後
の
活
動
秋
田
、
男
鹿

か
ら
ナ
マ
ハ
ゲ
と
一
緒
に
期
待
し
て
い

る
。　
　

本
川
勇
作
（
男
鹿
北
浦
）

ン
バ
ー
の
激
励
会
を
開
い
た
。

　

地
元
「
東
京
ア
パ
ッ
チ
」
と
の
試
合

前
日
の
多
忙
に
も
関
ら
ず
、
水
野
社
長

始
め
、
能
代
工
業
Ｏ
Ｂ
の
大
場
ゼ
ネ
ラ

ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
長
谷
川
プ
レ
ー
イ

ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
信
平
選
手
の
3

人
が
集
っ
て
く
れ
た
。
同
窓
会
の
三
杉

評
議
員
と
秋
田
ふ
る
さ
と
応
援
団
よ
り

鈴
木
・
大
渕
が
出
席
し
、
能
工
時
代
の

加
藤
廣
志
監
督
の
「
勝
つ
た
め
の
練
習
」

の
す
さ
ま
じ
さ
や
、
反
面
生
徒
へ
の
や

さ
し
い
思
い
や
り
が
あ
っ
た
な
ど
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

翌
日
は
、「
東
京
ア
パ
ッ
チ
」
に
見

事
勝
利
。
試
合
終
了
後
、
ス
タ
ン
ド
へ

足
を
運
ん
で
く
れ
た
汗
だ
く
の
3
人
と

握
手
し
、
勝
利
を
喜
び
あ
っ
た
。
3
人

と
も
ど
う
い
う
わ
け
か「
髭
の
顔
」だ
っ

た
が
、「
ど
う
し
て
髭
な
の
？
」
は
聞

く
チ
ャ
ン
ス
が
な
か
っ
た
。

　

今
期
は
、
中
村
監
督
の
指
導
の
下
に

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
東
京
で
の
試
合

に
は
、
応
援
団
の
旗
と
と
も
に
足
を
運

び
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ

プ
は
、
12
月
23
日
〈
金
〉
よ
り
、
東
京

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
男
子
は
能
代
工

業
高
校
、
女
子
は
湯
沢
翔
北
高
校
が
出

場
す
る
。

　

わ
が
母
校
に
は
、
来
年
本
校
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
が
、
そ
の
礎
と

な
る
勝
利
の
た
め
に
も
声
援
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

会
長
代
行
　
鈴
木
猛

（
能
代
工
業
高
校
同
窓
会
会
長
）

能
代
工
業
高
校
Ｏ
Ｂ
の

「
母
校
と
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
」
応
援

男
鹿
の
地
か
ら
。
フ
レ
ー
フ
レ
ー



第
Ⅰ
部
「
鎮
魂
」

　
「
秋
田
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
会
長
の

三
平
俊
悦
氏
よ
り
応
援
団
結
成
の
経
緯

や
チ
ャ
リ
テ
ィ
開
催
に
ご
協
力
頂
い
た

方
へ
お
礼
の
挨
拶
の
あ
と
、
3
月
11
日

の
津
波
で
亡
く
な
っ
た
釜
石
ラ
グ
ビ
ー

協
会
会
長
佐
野
正
文
氏
を
追
悼
し
ま

し
た
。
佐
野
氏
は
秋
田
工
業
高
校
ラ
グ

ビ
ー
部
で
全
国
優
勝
、
新
日
鉄
釜
石
ラ

グ
ビ
ー
部
社
会
人
7
連
覇
の
前
期
で
活

躍
し
ま
し
た
。
佐
野
氏
と
と
も
に
ラ
グ

ビ
ー
の
道
を
歩
ん
だ
双
子
の
弟
細
川
直

文
氏
が
兄
と
の
思
い
出
に
つ
い
て
語
り

ま
し
た
。
続
い
て
、
鎮
魂
踊
り
・
西
馬

音
内
盆
踊
り
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
斉
藤
忠

生
氏
（
五
城
目
出
身
）
が
浜
辺
の
歌
な

ど
熱
唱
。

第
Ⅱ
部
「
ふ
る
さ
と
」　

　

秋
田
県
出
身
者
に
よ
る
歌
と
演
奏
、

大
い
な
る
秋
田
の
金
管
五
重
奏
・
民
謡

尺
八
鈴
木

山
・
山
形
俊
男
、
献
杯
は

女
優
の
浅
利
香
津
代
さ
ん

さ
ら
に
歌
謡
、
布
田
祐
五
郎
・
南
と
お

る
、
演
奏
、
横
手
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
全
員
参

7.2 前（め）さ 行（え）ぐどお！新東北
　3.11 東北・東日本　大震災チャリティの集い

第
Ⅲ
部
「
前（
め
）
さ 

行（
え
）

ぐ
ど
ぉ
！
フ
レ
ー
フ
レ
ー
東

北
！
フ
レ
ー
フ
レ
ー
秋
田
！
」

加
に
よ
る
バ
ザ
ー
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
出
席
者
全
員
が

大
き
な
声
で
「
ふ
る
さ
と
」「
秋
田
県

民
歌
」
を
合
唱
し
、
最
後
に
武
田
夏
男

団
長
の
音
頭
で
フ
レ
ー
フ
レ
ー
東
北!

フ
レ
ー
フ
レ
ー
秋
田
！　
　

東
北
・
秋

田
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
ご
提
供

頂
き
ま
し
た
色
紙
や
品
物
は
全
て
完
売

し
ま
し
た
。

義
捐
金
寄
付

　

7
月
12
日
「
あ
し
な
が
育
英
会
」

理
事
事
務
局
長　

吉
田
和
彦
氏
に

お
会
い
し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
義
捐
金

三
一
一
〇
〇
〇
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

被
災
し
て
親
が
亡
く
な
っ
た
子
供
に
役

立
て
る
・
仙
台
・
岩
手
に
被
災
し
た
親

子
の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
２
年
後
に
建
設

完
了
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
様
応
援
し

て
く
だ
さ
い
。
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3
月
11
日
の
大
震
災
で
秋
田
県
は
停

電
や
断
水
を
除
い
て
直
接
的
な
大
被
害

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
秋
田
県
人

は
隣
県
の
岩
手
県
や
、
東
北
一
の
都
市

仙
台
な
ど
に
は
多
く
の
縁
が
あ
り
、
私

自
身
も
仙
台
に
14
年
間
勤
務
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
故
郷
秋
田
で
も
被
災

し
た
近
県
の
人
々
を
支
援
す
る
た
め
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
が
、

秋
田
を
離
れ
て
数
十
年
を
経
て
、
秋
田

の
人
々
と
連
携
し
被
災
さ
れ
た
東
北
を

支
援
し
た
い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

秋
田
ふ
る
さ
と
応
援
団
は
、「
3
・

11
東
北
・
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ

の
集
い
」
を
7
月
2
日
に
開
催
し
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
に
出
演
・
参
加
し
た
人
、

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
賛
同
し
出
品
し
て
い

た
だ
い
た
秋
田
名
産
品
の
製
造
元
や
秋

田
ゆ
か
り
の
著
名
人
、
釜
石
か
ら
駆
け

付
け
て
く
れ
た
ラ
ガ
ー
、
多
く
の
方
々

と
被
災
地
復
興
へ
の
思
い
を
共
に
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
　

運
営
委
員
　
赤
川
　
均

（
東
京
秋
工
会
）

３
・
11
東
北
・
東
日
本
大
震
災

チ
ャ
リ
テ
ィ
の
集
い



東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
文
化
公
演

観
覧
秋
田
バ
ス
ツ
ア
ー

に
て
美
味
し
い
茶
菓
を
頂
戴
い
た
し
ま
し

た
。
次
に
角
館
武
者
屋
敷
散
策
、
昼
食
に

は
珍
し
い
「
が
っ
こ
定
食
」
を
食
し
、
田

沢
湖
畔
「
た
つ
こ
像
」
を
車
窓
よ
り
眺
め

玉
川
ダ
ム
見
学
、
そ
れ
ぞ
れ
韓
国
ド
ラ
マ

「IRIS

」
を
思
い
出
し
カ
メ
ラ
シ
ャ
ッ
タ
ー

押
し
再
び
車
中
へ
。
そ
し
て
本
日
泊
ま
り

の
「
ぶ
な
の
り
森
新
玉
川
温
泉
」。
全
国

よ
り
湯
治
に
こ
ら
れ
る
名
湯
。
1
日
の
旅

の
疲
れ
を
癒
し
明
日
の
訪
問
地
を
楽
し
み

に
お
湯
に
ひ
た
り
ま
し
た
。

10
日　

紅
葉
に
は
ま
だ
少
し
早
い
森
に

囲
ま
れ
た
朝
。
す
っ
き
り
と
し
た
ひ
と
時
、

い
よ
い
よ
最
終
日
の
行
程
、
少
人
数
の
為
、

見
学
地
を
こ
ち
ら
よ
り
指
定
で
き
る
珍
し

い
プ
ラ
ン
。折
角
な
の
で
乳
頭
温
泉
郷「
鶴

の
湯
温
泉
」
立
ち
寄
り
湯
を
希
望
。
建

屋
は
古
び
た
ラ
ン
プ
の
宿
、
そ
し
て
白
濁

な
混
浴
露
天
風
呂
（
あ
あ
、
本
当
に
秋
田

は
素
晴
ら
し
い
を
実
感
）。
そ
し
て
皆
の

待
つ
田
沢
湖
駅
へ
。
広
場
に
て
秋
田
応
援
、

浅
利
さ
ん
応
援
エ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
に
関
し
ま
し
て
は
秋
田

県
、
秋
田
市
、
在
郷
の
皆
さ
ま
そ
し
て
利

益
を
度
外
視
し
て
催
行
し
て
い
た
だ
い
た

秋
田
中
央
交
通
（
株
）
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
浦
芳
暉
（
東
京
秋
工
会
、け
や
き
会
）
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夜
10
時
東
京
駅
前
よ
り
秋
田
県

提
供
に
よ
る
バ
ス
に
乗
り
観
覧
ツ
ア
ー
に

出
発
、
夜
間
で
も
あ
り
比
較
的
静
か
な

車
中
で
目
覚
め
る
と
バ
ス
は
高
速
秋
田
自

動
車
道
。
午
前
6
時
秋
田
駅
東
口
到
着
、

朝
食
と
休
憩
の
た
め
秋
田
こ
ま
ち
温
泉
へ
。

食
事
後
武
内
さ
ん
の
友
人
の
新
屋
温
泉

社
長
の
招
き
で
総
檜
造
り
の
温
泉
へ
。
素

敵
な
オ
バ
ー
チ
ャ
ン
（
社
長
実
母
）
と
も

会
え
ま
し
た
。
2
か
所
の
温
泉
に
つ
か
り

元
気
一
杯
、
散
歩
が
て
ら
千
秋
公
園
を
散

策
後
ね
ぶ
り
流
し
館
で
竿
灯
実
演
、
お
い

し
い
稲
庭
う
ど
ん
の
昼
食
後
い
よ
い
よ
男

鹿
半
島
め
ぐ
り
ス
タ
ー
ト
。
少
し
風
が
強

い
が
快
晴
。
入
道
崎
で
は
日
本
海
に
沈
む

素
敵
な
夕
日
に
感
動
し
つ
つ
男
鹿
温
泉
元

湯
「
雄
山
閣
」
へ
。
こ
こ
で
も
社
長
以
下

皆
さ
ん
の
温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
ま
し

た
。
食
後
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」、「
秋
田
三

味
線
」
実
演
を
鑑
賞
し
就
寝
。

8
日　

風
も
治
ま
り
絶
好
の
日
和
、「
な

ま
は
げ
館
／
真
山
伝
承
館
」
此
処
で
は
美

味
し
い
お
で
ん
を
い
た
だ
き
、
次
に
「
真

山
神
社
」
参
拝
、
神
主
さ
ん
よ
り
1
升

瓶
の
お
神
酒
を
拝
受
（
本
当
に
武
内
さ
ん

の
人
材
交
流
の
広
さ
に
感
心
）
後
な
ま
は

げ
ラ
イ
ン
を
一
路
秋
田
市
へ
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
文
化
公
演
」
観
覧

　

浅
利
香
津
代
さ
ん
に
よ
る
朗
読
「
貞
子

─
─
秋
田
お
ば
こ
物
語
」
に
始
ま
り
3
時

間
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
様
々

な
出
演
に
会
場
全
員
が
感
動
と
勇
気
を

も
ら
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
夜
は
、
県
、

市
関
係
者
も
出
席
し
イ
ベ
ン
ト
成
功
と
浅

利
さ
ん
慰
労
を
兼
ね「
秋
田
温
泉
さ
と
み
」

に
て
大
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。

9
日　

釜
石
復
興
応
援
（
ふ
る
さ
と
応

援
団
）
組
と
浅
利
さ
ん
合
流
の
観
光
プ
ラ

ン
組
（
9
名
）
に
分
か
れ
し
ば
し
お
別
れ
。

大
仙
市
に
あ
る
唐
松
神
社
参
拝
。
由
緒

あ
る
神
社
で
子
宝
祈
願
、
安
産
祈
願
の

大
小
様
々
な
鈴
が
奉
納
さ
れ
て
有
り
ま

し
た
。
此
処
の
宮
司
と
浅
利
さ
ん
は
親
戚

と
の
事
で
久
し
ぶ
り
の
ご
対
面
、
社
務
所

2011/10/6 〜 10
4 泊 5日

佐野正文さん墓前で

釜石港で
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1/13 ふるさと祭り東京 ( 東京ドーム )
1/9 小惑星なまはげ誕生　国際天文学連合に正式登録
1/5 雄物川高校バレーボール応援・ 東京体育館

由利高校バレーボール応援・ 東京体育館
12/31 西目高校サッカー応援・大宮 NACK5 スタジアム
12/28 秋田中央高校ラグビー応援・ 花園ラグビー場
12/23 能代工業バスケット応援・東京体育館

湯沢翔北高校バスケット応援・ 東京体育館
12/27 能代工バスケット応援・ 東京体育館
12/22 全国大会出場年末・年始頑張ってけれ !
12/15 「かまくら点灯イベント」のお知らせ・1 月 13 日

( 金 ) ～ 15( 日 )
12/2 秋高連「23 年度フェスタ」の秋田魁記事

11/29 23 年度フェスタ」でふるさと応援団が全国大会出
場校を激励

11/28 八郎潟題材のドキュメンタリー映画「里湖」上映
会の案内　12 月 17 日 ( 土 )

11/25 「白瀬南極探検隊と新酒 ( 飛良泉 ) に親しむ会」12
月 10 日 ( 土 ) のお知らせ

11/3 「東日本大震災復興支援チャリティ文化公演」観覧
秋田ツアー報告

10/30  11 月 3 ～ 6 日に開催される秋田関連イベント 
10/11  「白神フェア」11/03（木）～ 11/06（日）クイー

ンズ伊勢丹品川店
10/06  「京急秋田フェア」

2011 10/06（木）～ 11/06（日）
9/27 「 秋 田 食 彩 ウ ィ ー ク in 東 京 」10/01（ 土 ） ～ 

10/03（月）
9/21 トップイーストリーグの 2 試合を応援　秩父宮ラ

グビー場 9 月 18 日（日）
9/21 「甲子園のなまはげ」（内館牧子氏 9 月 18 日秋田

さきがけ記事）
9/16 赤坂アークヒルズ秋祭りと西馬音内盆踊り 　
9/17
 〜 18

秩父宮ラクビー場へ！

9/13 釜石シーウェイブス応援　秩父宮ラグビー場 9 月
11 日（日）　

9/13 高田の馬場（スポーツバー HUB) でラグビーワー
ルドカップ応援 9 月 11 日（日）

9/13 「秋田の食と酒を愉しむ夕べ」 椿山荘 9 月 10 日
（土）

9/09 「東日本大震災復興支援チャリティ文化公演・10
月 8 日（土 )」観覧秋田ツアー

9/06 green drinks TOHOKU in Tokyo 「今回は秋田編 !」
9 月 16 日赤坂アークヒルズ 

8/28 「秋田の食と酒を愉しむ夕べ」 椿山荘 9 月 10 日
（土）

8/23 甲子園でのナマハゲ自粛要請に対して、要望書提
出。 8 月 9 日 甲子園 

8/23 能代商甲子園応援の写真。 8 月 16 日 甲子園

8/18 能代商甲子園応援記。 8 月 9 日 甲子園
8/18 いざ出発。甲子園へ !　前（め ) さえぐどぉ !　（武

内事務局長・8 月 16 日 )
8/14 第 31 回全日本学童軟式野球全国大会・新山グリッ

タ―ズの応援報告。 

8/12 大田スタジアム 報告
8/13 甲子園のナマハゲに " 退場 " （10 日の毎日新聞東

北版 )
8/12 第 31 回全日本学童軟式野球全国大会・新山グリッ

タ―ズ準々決勝の応援に行こう。 
8/13 9:00 太田スタジアム
8/06 緊急　夏の応援 2 つのお願い。 
8/09 　夏の甲子園・出場　能代商業　　対神村学園（鹿

児島） 
8/10 第 31 回全日本学童軟式野球大会・出場　新山グ

リッタ―ズ野球スポーツ少年団（由利本荘市） 対
西諫早少年野球団（長崎）御苑前神宮球場　試合
開始１５時　集合１４時３０分 

7/30 ふるさと応援バス旅行 （平成 23 年 7 月 20 日～
22 日 )

7/26 「秋田文化会議」首都圏の集い 7 月 26 日（火 )　
18 時 30 分開会。　案内。なを、 本ホーム・ペー
ジにて UStream 配信をご案内の予定です。

7/25 「3.11 東北・東日本大地震チャリティの集い」の
詳細は「記録」からどうぞ。

7/15 チャリティ打ち上げのご案内 7 月 29 日（金 )　
7/14 「3.11 東北・東日本大地震チャリティの集い」義

捐金をあしなが育英会に寄付。
7/09 秋田中学第一回大会準優勝までの足取りの記録
7/08 「3.11 東北・東日本大地震チャリティの集い」の

秋田魁新報の記事（7 月 3 日 )
7/5 緊急バスツアー募集 : ① 7 月 13 日から 7 月 15 日

　② 7 月 20 日から 7 月 22 日
07/5 「3.11 東北・東日本大地震チャリティの集い」の

読売新聞秋田版記事（7 月 3 日 )
7/02 7 月 2 日開催された「3.11 東北・東日本大地震

チャリティの集い」を動画配信しています。記録
メニューからご覧ください。

6/26 「ニッポンの笑顔」秋田から・なまはげが始球式 （神
宮球場・ヤクルトー横浜戦 )

6/26 神宮球場「東北・秋田デー」秋田魁新報の記事 
6/22 「3.11 東北・東日本大地震チャリティの集い」
6/22 「3.11 東北・東日本大地震チャリティの集い」
6/21 「3.11 東北・東日本大地震チャリティの集い」
6/13 　 第 57 回秋田県高校総体 優勝校
6/10 秋田魁新報記事　 秋田魁新報記事 あきた「直言温

言」スポーツ観光記事
5/26 毎日新聞記事　 特集ワイド「往年の製鉄所とラグ

ビーの街釜石を歩いた」
5/17  ～ 3.11 東北・東日本大地震チャリティの集い ～ 

開催日 2011 年 7 月 2 日（土）、日本青年会館国
際ホール

5/15 町田市立陸上競技場 サッカー JFL ブラウブリッツ
秋田 vs 町田ゼルビア 応援依頼

4/24 　 ～ 3.11 東北・東日本大地震チャリティの集い
（案）～ 開催予定日 2011 年 7 月 2 日（土）

HP 秋田ふるさと応援団　検索

HPコンテンツ［2011 年〜 2012 年 1 月］アクセスたのむす。

http://akiko-tokyo-doso.main.jp/furusato/
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［秋田］コミュニケーションデザインから

2012 年 1 〜 3 月イベント一覧

美人 温泉 農 酒

は
、
日
陰
の
正
面
ス
タ
ン
ド
で
は
な

く
カ
ン
カ
ン
照
り
の
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
。

西
日
を
真
正
面
か
ら
浴
び
つ
つ
、
敗
色

濃
厚
で
押
さ
れ
っ
ぱ
な
し
の
秋
田
を
、

汗
ま
み
れ
の
ナ
マ
ハ
ゲ
二
人
と
と
も
に

声
を
か
ら
し
て
応
援
し
た
も
の
で
し
た
。

な
ん
と
い
う
気
骨
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
々
に
感
動
や
誇
り

を
与
え
ま
す
し
、
一
方
で
、
応
援
を
す

る
こ
と
で
活
気
を
も
た
ら
し
人
の
心
を

一
つ
に
し
ま
す
。

　

団
の
結
束
を
さ
ら
に
強
く
し
、
発
展

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
冬
場
は
大
舞
台

が
待
っ
て
ま
す
。
皆
さ
ん
も
参
加
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
団
の
活
動
に
、
秋
田
の
県

民
も
注
目
、
フ
レ
ー
・
フ
レ
ー
し
て
ま
す
。

〈
秋
田
県
東
京
事
務
所
長 

鈴
木
長
彦
〉

任
の
異
動
発
令
。
な
ん
と
い
う
巡
り
合

わ
せ
。
赴
任
以
降
、
県
人
会
や
ふ
る
さ

と
会
、
同
窓
会
な
ど
の
会
合
に
出
る
と
、

団
の
黒
シ
ャ
ツ
メ
ン
バ
ー
が
目
立
つ
こ

と
目
立
つ
こ
と
。

　

震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
は
、

大
規
模
集
客
、
鎮
魂
、
横
手
の
金
管
、

そ
し
て
垂
涎
の
大
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
と

団
の
腹
の
大
き
さ
と
企
画
力
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

能
代
商
業
が
快
挙
を
果
た
し
た
甲
子

園
で
は
、
団
旗
が
秋
田
の
お
茶
の
間
に

放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
里
帰
り
ツ
ア
ー
も
浅
利
さ
ん
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ツ
ア
ー
も
、
先
頭
は
団
の

皆
様
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
秩

父
宮
で
の
ノ
ー
ザ
ン
ブ
レ
ッ
ツ
の
応
援
。

酷
暑
の
あ
の
日
、
団
員
が
陣
取
っ
た
の

黒
シ
ャ
ツ
（
え
ぐ
ど
ぉ
Ｔ
シ
ャ
ツ
）
軍
団
に
秋
田
も
注
目
し
て
ま
す

月日 時間 イベント名 場所
２月８日（水）〜１４日（火） １０：００〜２０：００ がんばろう東北　「秋田県のうまいもの」日本橋高島屋
２月１４日（火） １０：００〜１６：００ あきた食彩まるごと商談会 日本橋ロイヤルパークホテル
３月６日（火） １８：３０〜２０：３０ 秋田の酒を楽しむ会 東京會舘
３月８日（木）〜１３日（火） １０：００〜２０：００ 京急百貨店「大東北展」 上大岡「京急百貨店」
３月１０日（土）〜１１日（日） １０：００〜１８：００ " 首都圏秋田応援団　秋田フェア

「秋田内陸線沿線の特産品＆観光フェア」 横浜市大口通商店街
毎月２５、２６日 １９：００〜 なまはげ夜会（美彩館） 品川「あきた美彩館」

　

応
援
団
設
立
１
周
年
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ガ
ン
バ
ッ
テ
ル
す

な
ぁ
ー
、
キ
ラ
メ
イ
テ
ル
す
な
ぁ
ー
。

　

東
京
の
居
酒
屋
の
入
り
口
で
大
き
な

旗
を
掲
げ
て
気
勢
を
上
げ
る
お
じ
さ

ま
方
。
さ
き
が
け
新
聞
に
そ
の
ニ
ュ
ー

ス
が
載
っ
た
の
は
確
か
今
年
３
月
の
は

じ
め
頃
。
記
事
を
読
む
と
「
ス
ポ
ー
ツ

応
援
で
首
都
圏
か
ら
秋
田
を
元
気
に
」、

と
涙
の
出
る
よ
う
な
会
長
コ
メ
ン
ト
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
わ
た
し
は
企
画
振

興
部
に
お
り
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略

で
は
首
都
圏
の
県
民
と
秋
田
の
県
民
の

絆
づ
く
り
を
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興

も
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
と
り

わ
け
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
頼
も
し
さ
を
感

じ
、県
政
も
深
く
関
わ
ら
ね
ば
、と
思
っ

た
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
２
週
間
後
、
東
京
赴



　2012 年 1 月　8

役員名 氏名 （出身校 )
会 長 三平　俊悦 （秋田工 )
会 長 代 行 鈴木　猛 （能代工）
応 援 団 長
兼 副 会 長

武田　夏男 （秋田商 )

副 会 長 佐々木　進 （秋田工 )
副 会 長 二木　猛 （秋田高 )
副 会 長 保坂　悟（中央高 )
副 会 長 門間　悌一 （金足農 )
副 会 長 和田　武男 （秋田商 )
副 会 長 山田　雅子（湯沢翔北）
副 会 長 高田　早雄（花輪高）
副 会 長 椎名　紀子（和洋女）
事 務 局 長 武内　暁 （秋田高 )
事 務 局 長 補 佐 大渕　清一 （能代工 )
会 計 阿部　信男 （秋田商 )、畑澤　富美夫 （秋田商 )
運 営 委 員 赤川　均 （秋田工 )
運 営 委 員 伊藤　晶 （秋田商 )
運 営 委 員 近江　彰 （雄物川 )
運 営 委 員 加賀　幸夫 （雄物川 )
運 営 委 員 佐藤　貞直 （秋田高 )
運 営 委 員 山本　東四春 （金足農）
運 営 委 員 佐々木千鶴子（秋田北）
運 営 委 員 遠藤徳家志（横手高）
運 営 委 員 石谷　洋子（横手城南）

秋田ふるさと応援団体制 インフォメーション（あらかると）

秋田ふるさと応援団・団員募集中

秋田ふるさと応援団・ニュースレター　No.2［前（め）さ えぐどぉ !］

発　行	 2012 年 1 月 19 日　秋田ふるさと応援団　　会長　三平俊悦
事務局	 〒 338-0011 さいたま市中央区新中里 1-5-19-206　武内方
	 TEL 090-2173-2591・FAX 048-824-5626・メール chi-bi-1123-fuyo@khc.biglobe.ne.jp
	 URL http://akiko-tokyo-doso.main.jp/furusato/

私も「秋田ふるさと応援団・団員登録」します

（Fax 返送先・メール返信先は上記事務局へ）

　なんとかあなたも入ってけれ。一回でも応援参加

するとふるさとばっちり。若いエネルギーいっぱい。

楽しい人・顔・食……。おもしれぇす。

　会費はなし。各校自主分担カンパだし。住所など

は他の目的には使わねぇし。なんとか、入ってけれ。

頼むす!待ってるす。

氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL・FAX・アドレスなど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出身校・地区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

月　　　　日

※参加各校は役員・運営委員を是非御紹介お願いします。

★「秋田ふるさと応援団」の横断幕、「へばぁ ! えぐどぉ !」のぼり、

なまはげ軍団のエール雄叫び。そしてえぐどぉ T シャツにはちま

きの応援団員は今年も全国大会へ。東京体育館では沖縄エーサー、

広島しゃもじも登場、郷土応援の大事さを今年は秋田が全国を

リードしました。さあ ! 夏甲子園も。

★「あきたびじょん」「あんべいいな」「ユタカな国へ」「AKITAVISION」

「出番だス ! あきたびじょん」が 2012 年のイメージアップ、新

キャッチコピーとは。

　　いかに方言力で、かつ豊かな秋田資源をこの首都圏ネットワー

ク、人材活かし、がんばりましょう。「秋田ふるさと応援団」も

その先頭に。

★ 2 月 20 日（月）18 時、日本プレスセンターで「秋田文化会議

シンポジウム」東北学の赤坂憲雄氏らパネラーでテーマは「災害

と文化」参加お願いします。

★「ふるさと応援団」への参加、加盟、協力下記欄への記入送付を。

また 検索 秋田ふるさと応援団 HP もよろしく。（武内）

2011 年 11 月現在 / 役員・団員募集中

秋高連参加高校 大館鳳鳴高 / 大館桂高 / 大館工高 / 花輪高 / 米内沢高 / 能代北高 / 能代工高 / 能代西高 / 能代商高 / 大館高 / 大館商高 / 小坂高 / 鷹巣農
林高 / 合川高 / 能代高 / 秋田高 / 秋田北高 / 秋田工高 / 秋田商高 / 秋田南高 / 秋田中央高 / 明桜高 / 金足農高 / 新屋高 / 男鹿海洋高 / 五城目高 / 本荘高
/ 由利高 / 由利工高 / 矢島高 / 西目高 / 秋田西高 / 大曲高 / 大曲農高 / 角館高 / 角館南高 / 六郷高 / 横手高 / 横手城南高 / 横手工高 / 雄物川高 / 増田高 /
湯沢高 / 湯沢北高 / 湯沢商工 / 聖霊学園 / 大曲工高 / 十和田高 / 鷹巣高 / 仁賀保高 / 羽後高　　　　　　　　　　　　（11 月 28 日秋高連フェスタ参加校）


